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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、継続した政府の経済政策や日銀の金融緩和政策のもと、堅調

さを維持する海外経済などにも支えられて、企業収益の回復や雇用・所得環境の改善が継続し、景気は緩やかな回

復基調で推移しました。しかし一方では、米国の保護主義的な政策による貿易摩擦の問題が顕在化し、加えて、中

東・東アジアにおいては依然として地政学リスクが継続するなど、わが国経済の先行きは不透明感の強まる状況が

続いております。 

こうした状況下で当社グループは、引き続き当社グループの特長を生かした事業運営とスピーディーな経営判断

を心がけ、国内市場や海外新興市場などにおける様々な変化やその影響を把握しながら、国内市場はもとより、中

国・アジアの成長市場や米国及びその周辺市場など、幅広いグローバル市場で独自の差別化製商品の拡販と新規顧

客の開拓などに鋭意努めてまいりました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高が59億5千万円（前年同四半期比8.1％増）、営業利

益が3億3千3百万円（前年同四半期比41.6％増）、経常利益が3億4千9百万円（前年同四半期比44.9％増）となり、

親会社株主に帰属する四半期純利益が3億1百万円（前年同四半期比32.5％増）となりました。 

 

セグメントごとの経営成績は、以下のとおりであります。 

 

［高機能材料事業］ 

スマートフォンなどの電子機器業界向け関連製商品の販売では、既存の主要顧客への販売は盛り上がりに欠けた

ものの、最終用途の拡がりによる顧客層の拡大や光学機器関連での新規顧客の獲得などにより、コーティング製品

やフィルム表面加工製品並びに関連高機能フィルム商品といった差別化製商品の販売が増加しました。また、自動

車部品業界向け関連製商品の販売では、国内外の自動車生産が堅調に推移したこともあって、特に高機能樹脂製品

の販売が増加しました。その結果、当事業全体の売上高は44億5千7百万円（前年同四半期比7.2％増）、営業利益

は3億7千8百万円（前年同四半期比31.9％増）となりました。 

 

（主な製商品群の概況）

製商品群 概況（数値は前年同四半期との対比）

コーティング製品

スマートフォンや自動車向け電子部品製造用コーティング製品の販売は減少しました

が、光学機器向け部材製造用コーティング製品やその他フィルム表面加工製品の販売

が増加して、12.2％の増収となりました。 

高機能樹脂製品

電子・電機機器のセンサー用樹脂製品の販売は減少しましたが、自動車部品業界向け

電気絶縁用樹脂製品の販売が国内外の堅調な需要を背景に増加し、11.4％の増収とな

りました。 

電 子 材 料

重電向け絶縁材料などの販売は減少しましたが、回路基板材料の販売がスマートフォ

ンや自動車向けなど需要顧客層の拡がりを背景に増加し、4.4％の増収となりまし

た。 

機 能 性 樹 脂
回路基板向け熱硬化性樹脂の販売は若干増加しましたが、自動車向け熱可塑性樹脂や

樹脂用添加剤の販売が減少したため、0.8％の減収となりました。 

 

［環境材料事業］

主要な販売先である製紙業界を中心に、引き続き差別化製商品の拡販と新たな用途や市場の開拓などに鋭意取り

組んでおりますが、自社製品の販売では、競合他社との競争下で厳しい状況が続き減少しました。一方、仕入商品

の販売では、新たな顧客層に対する製紙関連ケミカルズ商品の販売は減少しましたが、紙塗工用バインダーは原材

料価格の上昇に伴う販売価格の値上げの浸透や拡販などもあって販売が増加しました。その結果、当事業全体の売

上高は11億3千8百万円（前年同四半期比4.7％増）、営業利益は2百万円（前年同四半期は営業損失2百万円）とな

りました。 

 

（主な製商品群の概況） 

製商品群 概況（数値は前年同四半期との対比）

ファインケミカルズ
競合他社との厳しい競争下で、工業用殺菌剤やその他の製紙用ケミカルズ製品の販売

が減少したため、7.3％の減収となりました。 

製 紙 用 化 学 品
製紙関連ケミカルズ商品の販売は減少しましたが、紙塗工用バインダーの販売が値上

げの浸透や拡販などで増加し、7.8％の増収となりました。 
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［食品材料事業］

食品材料事業では、健康に優しく特長ある天然の食品素材を主要な取り扱い商品としており、関係する食品業界

などへ、的を絞った施策の下に、これら商品の拡販を引き続き積極的に展開しております。これに加えて更に、こ

れまでの営業活動を通して蓄積した食品に関わる様々な情報や技術を活用して、新たな商材の発掘や市場の開拓、

更には、独自性のある新規複合食品素材の開発といった新たなテーマにも鋭意取り組んでおります。当第１四半期

では、主要な輸入商品において現地の仕入価格が天候不順などの影響で高騰して輸入コストが大きく上昇し、取引

価格を押し上げたことで、増収となったものの、国内での販売価格への転嫁が期待通りに進展していないため、利

益面では厳しい状況となりました。その結果、当事業全体の売上高は3億4千1百万円（前年同四半期比37.1％

増）、営業利益は2千7百万円（前年同四半期比22.9％減）となりました。 

 

（主な製商品群の概況） 

製商品群 概況（数値は前年同四半期との対比）

食 品 素 材 等

天然の増粘安定剤の販売は、主要な輸入商品の現地価格高騰の影響などを受けて国内

の販売額が増加するとともに、乾燥野菜の販売では、早期の輸入仕入契約の実施に努

めたことなどで当第１四半期における取引量が増加し、全体では37.1％の増収となり

ました。 

 

［その他の事業］

当社グループの成長を支える新たな事業領域を開発・育成すべく取り組んでいる「その他の事業」では、新たな

ビジネスチャンスの可能性を追求するため、市場開発用に新たな商材などを導入し、試販等による事業化への検討

を行っております。当第１四半期における「その他の事業」の売上高は1千3百万円（前年同四半期比43.1％増）、

営業損失が0百万円（前年同四半期は営業損失1百万円）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、204億2千9百万円となり、前連結会計年度末と比較して3千8百

万円の増加となりました。これは主に、現金及び預金が4億7千2百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が3億

5千3百万円、たな卸資産が1億8千5百万円それぞれ増加したことによるものであります。 

（負債） 

負債については、82億9千1百万円となり、前連結会計年度末と比較して1千2百万円の減少となりました。これは

主に、支払手形及び買掛金が8千8百万円、その他流動負債が7千万円増加したものの、未払法人税等が8千3百万

円、賞与引当金が8千3百万円それぞれ減少したことによるものであります。 

（純資産） 

純資産については、121億3千7百万円となり、前連結会計年度末と比較して5千万円の増加となりました。これは

主に、その他有価証券評価差額金が6千4百万円、為替換算調整勘定が9千5百万円減少したものの、利益剰余金が2

億4百万円（3億1百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益の計上、9千7百万円の剰余金の配当による減少）増

加したことによるものであります。 

 

なお、当第１四半期連結会計期間の期首より、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第

28号 平成30年２月16日）等を適用しており、遡及修正後の数値で前連結会計年度末比較を行っております。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2018年５月15日に公表いたしました連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2018年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,641,484 4,168,660 

受取手形及び売掛金 5,330,450 5,684,428 

電子記録債権 1,703,741 1,833,793 

たな卸資産 2,246,687 2,431,716 

その他 229,923 237,789 

貸倒引当金 △35,680 △49,470 

流動資産合計 14,116,607 14,306,918 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,603,294 1,569,561 

機械装置及び運搬具（純額） 685,071 650,423 

土地 383,310 379,799 

建設仮勘定 4,297 3,195 

その他（純額） 68,124 74,201 

有形固定資産合計 2,744,097 2,677,180 

無形固定資産 101,454 97,094 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,896,746 1,805,624 

退職給付に係る資産 104,584 116,977 

その他 1,909,532 1,907,214 

貸倒引当金 △481,951 △481,935 

投資その他の資産合計 3,428,911 3,347,881 

固定資産合計 6,274,463 6,122,156 

資産合計 20,391,070 20,429,074 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,762,522 3,851,081 

未払法人税等 127,735 44,435 

賞与引当金 158,056 74,661 

その他 604,713 675,644 

流動負債合計 4,653,028 4,645,822 

固定負債    

長期借入金 3,500,000 3,500,000 

資産除去債務 61,702 61,756 

その他 89,358 84,043 

固定負債合計 3,651,060 3,645,800 

負債合計 8,304,089 8,291,623 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2018年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,115,224 5,115,224 

資本剰余金 4,473,939 4,473,939 

利益剰余金 1,069,951 1,274,781 

自己株式 △54,637 △54,919 

株主資本合計 10,604,477 10,809,025 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 601,516 536,803 

繰延ヘッジ損益 △3,923 △2,058 

為替換算調整勘定 1,050,347 954,793 

退職給付に係る調整累計額 △165,436 △161,112 

その他の包括利益累計額合計 1,482,503 1,328,425 

純資産合計 12,086,980 12,137,450 

負債純資産合計 20,391,070 20,429,074 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年６月30日) 

売上高 5,504,447 5,950,800 

売上原価 4,546,465 4,863,425 

売上総利益 957,981 1,087,374 

販売費及び一般管理費 722,389 753,832 

営業利益 235,592 333,542 

営業外収益    

受取利息 2,307 2,623 

受取配当金 20,879 22,872 

その他 6,172 5,654 

営業外収益合計 29,359 31,150 

営業外費用    

支払利息 7,837 7,837 

債権売却損 735 773 

為替差損 13,400 1,892 

固定資産除却損 1,082 4,006 

その他 557 382 

営業外費用合計 23,613 14,892 

経常利益 241,338 349,799 

特別利益    

固定資産売却益 1,731 － 

特別利益合計 1,731 － 

税金等調整前四半期純利益 243,070 349,799 

法人税、住民税及び事業税 17,495 29,793 

法人税等調整額 △2,311 18,116 

法人税等合計 15,184 47,909 

四半期純利益 227,886 301,889 

親会社株主に帰属する四半期純利益 227,886 301,889 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年６月30日) 

四半期純利益 227,886 301,889 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 38,069 △64,712 

繰延ヘッジ損益 3,753 1,864 

為替換算調整勘定 △67,431 △95,553 

退職給付に係る調整額 647 4,324 

その他の包括利益合計 △24,960 △154,077 

四半期包括利益 202,925 147,811 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 202,925 147,811 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報)

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。 

 

（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2017年４月１日 至2017年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
 

高機能材
料事業 

環境材料 
事業 

食品材料
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 4,158,477 1,087,447 249,116 5,495,041 9,406 5,504,447 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － － － － － 

計 4,158,477 1,087,447 249,116 5,495,041 9,406 5,504,447 

セグメント利益又は損失（△） 286,771 △2,375 35,703 320,098 △1,117 318,981 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり新規開発事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 320,098

「その他」の区分の損失（△） △1,117

全社費用（注） △83,389

四半期連結損益計算書の営業利益 235,592

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
 

高機能材
料事業 

環境材料 
事業 

食品材料
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 4,457,434 1,138,245 341,655 5,937,336 13,464 5,950,800 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － － － － － 

計 4,457,434 1,138,245 341,655 5,937,336 13,464 5,950,800 

セグメント利益又は損失（△） 378,185 2,017 27,526 407,729 △95 407,633 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり新規開発事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 407,729

「その他」の区分の損失（△） △95

全社費用（注） △74,091

四半期連結損益計算書の営業利益 333,542

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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